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（事務局より） 

  

   ３０年度総会も会員の皆さまのご協力で無事開催することが出来ました。 

  心から感謝申し上げます。今後も行事が予定されていますので，ご参加，

ご協力を何卒宜しくお願いいたします。 

 

○  平成３０年１１月３日（土）東広島キャンパスで開催される 

ホームカミングデーに，是非ご参加下さい。 

     詳細は校友会のホーム-ページをご覧下さい。  

 http://www.hiroshima-u.ac.jp/koyukai/ 

                                                                       

○ 就活生と関西在住の卒業生等との懇談会を今年度も開催します。 

    約９0 名の就活生が参加予定ですので，会員以外の卒業生にも 

お声掛けをして頂き，多数の卒業生のご参加をお願いします。 

 

日 時：平成３１年３月４日（月）１９：００～２１：００ 調整中 

場 所：ḓ
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E-mail career-group@office.hiroshima-u.ac.jp 

URL: https://www.hiroshima-u.ac.jp/kpc 
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広島大学・関西フェニックスの会の“６つの特徴” 

 

 

①関西地区に発足した広島大学で初の全学部対象の集まり 

⇒総合大学の特徴を活かし、学部を超えて異業種交流が可能  ＜異業種交流の場＞ 

②懇親が主目的ではなく、母校応援の活動を行う集まり 

⇒懇親目的の同窓会とは異なり、活動を通じての世代間交流が可能 

 入会金・年会費は無料                  ＜世代間交流の場＞ 

③Ｈ２１（２００９）年新発足以来、具体的支援活動を実行し展開中 

・関西地区企業に就職希望の学生との交流会（毎年３月頃） 

・神戸での広島大学入試説明会への参加支援（毎年６月頃） 

・広島大学キャリアデザイン講座への講師派遣（毎年１回～２回） 

 ⇒後輩達への具体的支援で役立ちを実感することが可能     ＜相互感動の場＞ 

④例会及び広島大学先生の講演会の同時開催を毎年実施（毎年９月頃） 

⇒会員の相互交流と、暮らしに密着した広島大学の研究成果の新しい知見を 

学ぶことが可能              ＜会員相互交流・新知見学習の場＞ 

⑤イベント参加は強制的でなく、ボランティア活動のスタンスで 

⇒各個人が主体的に自らの時間を拠出して関与し、会員全員の協力で成果を 

上げ、喜び・楽しみを共有することを基本に活動    ＜主体的に絆を繋ぐ場＞ 

⑥広島大学に事務局を置き、会員も広島大学卒業生・職員・先生で構成 

 ⇒長期視点で継続的に広島大学を応援する組織として、 

大学側の熱意と母校愛あふれる卒業生で構成される、関西地区に根差した組織 

                     ＜長期視点の拠点ボランティア組織＞ 

 

 

 


